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❖研究紹介 

アシンメトリー金ᒓクࣛスターࡢ㑅ᢥⓗྜ成と㟁Ꮚ構㐀 

 

根岸 雄一 

東京理科大学理学部➨一部ᛂ⏝化学科・ᩍᤵ 

A01 公募研究者 

 
二十面体構㐀をもつ金 13 量体クラスター（Au13）は、クラスター

からなるクラスターの構成単位として活用することができ、それ

らが 2 つ[1]及び 3 つ連なった連結体の合成がこれまでに報告され

ている。こうした連結体において、二十面体コアの中心の Au は、

パラジウム（Pd）や白金といった元素により置換され易く、Au13が

2 つ連なった連結体について、もし片方の中心原子のみを異原子に

て置換できれば、連結体内での電子移動に起因した特異な物性を

連結体に付与できることが理論計算より予測されている[2]。我々

のグループは、最近、そうしたアシンメトリー金属コアを有する連

結クラスターを選択的に合成することに成功した。 
この研究では、置換元素には Pd を用いた。適切な実験条件下で

は、一つの Pd を含む[Au24Pd(PPh3)10(SC2H4Ph)5Cl2]Cl（1）が選択的に

合成された。単結晶 X 線構㐀解析より、1は、期待通り、片方の二

十面体 Au13 コアの中心原子が Pd に置き換わった、アシンメトリ

ーな金属コアを有する連結クラスターであることが明らかになっ

た（図 1）[3]。こうして得られた 1は、クラスター内に双極子モー

メントを有していることが DFT 計算により強く示唆された[3]。ま

た、生成物の電気化学測定より、1は、還元に対して比較的安定で

あり、それゆえ、電子注入を必要とする分子整流器としての応用の

ために望ましい電気化学的特性を有していることも示唆された

（図 2）[3]。これらの知見は、アシンメトリー金属クラスターを基

盤とした分子整流器や双極子材料などのナノ材料創製に対する明

確な設計指針に繋がると期待される。今後は、多角的な測定によ

り、これらの有する機能に関して、更に理解を深めたいと考えてい

る。 
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図 1. 1の幾何構㐀。Pd は二つ

の中心原子においてそれぞ

れ、50%程度の占有率で存在

する。 

 
図 2. 1 の DPV カーブ。例え

䜀、+2/+1 と䛿、+2 価から+1 価

へ䛾酸化もしく䛿+1 価から+2
価へ䛾還元を示す。 


